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２００２年の登録例の解析結果のまとめ

　１ ．良性腫瘍の部位別割合
１）　男性に関して：
① 良性腫瘍の中で最も割合の大きいのは、結腸（６５．９％）であり、以下、皮膚（７．５％）、

胃（７．０％）、直腸（６．８％）の順である。
② 結腸と直腸を合わせた良性腫瘍（殆どが腺腫）が７２．７％を占めているが、経年的に
は、１９９８年７６．１％、１９９９年７６．４％、２０００年７４．９％、２００１年７４．９％であり、大きな変
化はみられない。

２）　女性に関して：
① 良性腫瘍の中で最も割合の大きいのは、結腸（３５．４％）であり、以下、子宮体部
（１８．５％）、皮膚（１２．１％）、卵巣（８．３％）の順である。

② 結腸と直腸を合わせた良性腫瘍（殆どが腺腫）の割合は３９．２％であり、経年的には、
１９９８年３８．３％、１９９９年３６．３％、２０００年３８．２％、２００１年３８．５％であり、大きな変化は
みられない。

③ 子宮体部の良性腫瘍（殆どが平滑筋腫）の割合は１８．５％であるが、経年的には、１９９８
年２０．５％、１９９９年１９．９％、２０００年１９．１％、２００１年１９．１％と、減少傾向がみられる。

　２ ．悪性腫瘍の部位別割合
１）　男性に関して：
① 悪性腫瘍の中で最も割合が大きいのは、胃（２４．３％）であり、以下、結腸（１６．３％）、
前立腺（１１．９％）、直腸（８．１％）、肺（７．８％）の順である。

② 結腸と直腸を合わせた悪性腫瘍（大腸がん）の割合は２４．４％で、胃の割合とほぼ同
じである。経年的には、１９９８年２８．７％、１９９９年２６．４％、２０００年２５．８％、２００１年２６．１％
と、減少傾向がみられる。

③ 胃の悪性腫瘍の割合は２４．３％であるが、経年的には、１９９８年２４．６％、１９９９年２５．７％、
２０００年２５．１％、２００１年２６．２％であり、大きな変化はみられない。

④ 前立腺の悪性腫瘍の割合は１１．９％であり、経年的には、１９９８年６．５％、１９９９年７．９％、
２０００年８．８％、２００１年９．２％と増加傾向は明らかである。

⑤ 肺の悪性腫瘍の割合は７．８％であり、経年的には、１９９８年７．４％、１９９９年７．９％、２０００年
８．６％、２００１年７．５％であり、大きな変化はみられない。

⑥ 肝臓の悪性腫瘍の割合は３．６％であり、経年的には、１９９８年４．０％、１９９９年４．０％、
２０００年３．４％、２００１年３．２％であり、大きな変化はみられない。

２）　女性に関して：
① 悪性腫瘍の中で最も割合が大きいのは、乳房（１６．６％）であり、以下、結腸（１６．２％）、
胃（１５．６％）、子宮頚部（７．２％）、直腸（６．５％）の順である。結腸と直腸を合わせ
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た悪性腫瘍（大腸がん）の割合は、２２．８％と最も大きい。

　３ ．二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の部位別割合の比較
１） 男性では、胃がんの割合は、呉（２８．６％）と広島中央（２９．０％）で大きく、結腸・直

腸がんの割合は、広島西（２７．７％）で最も大きい。前立腺がんの割合は、備北（２１．９％）
で最も大きい。肺がんの割合は、尾三（９．７％）で最も大きい。

２） 女性では、乳がんの割合は、福山・府中（１６．９％）で大きく、備北（１４．２％）で最も
小さい。胃がんの割合は、福山・府中（１９．４％）で最も大きい。結腸・直腸がんの割
合は、広島中央（２７．８％）で最も大きく、福山・府中（２０．２％）で最も小さい。

　４ ．二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍の人口１０万人あたりの登録数（登録率）の比較
１） 全部位でみると、福山・府中の登録率が極端に低い。本報告書（No. ３０）では、これ

までの広域医療圏ではなく二次保健医療圏別に示しているが、福山・府中は広域医療
圏別で登録率が低かった備後に含まれる地域である。

 なお、二次保健医療圏別の集計はあくまで症例の住所地にしたがって区分しているた
め、住所地が福山・府中の症例の過半数が受診する福山・府中の施設から、住所がほ
とんど登録されていないことが理由の一つかもしれないと考えられる。

２） 福山・府中以外の６つの二次保健医療圏を比較すると、男性では、胃がんは呉で、結
腸がん、肺がんは広島西で、前立腺がんは備北で、直腸がんは広島で登録率が高い。
女性では乳がんは広島西で、結腸がんは広島で、胃がん、子宮頚がんは備北で、直腸
がんは尾三で登録率が高い。
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１　良性腫瘍の部位別割合

（男性、２００２年）

（女性、２００２年）
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１　良性腫瘍の部位別登録数と全体に占める割合（２００２年）

（男性）

割合（％）登録数
６５．９４，７７６結 腸
７．５５４６皮 膚
７．０５１０胃
６．８４９３直 腸
５．９４２７結 合 織
６．９４９７そ の 他
１００．０７，２４９合 計

（女性）

割合（％）登録数
３５．４２，４７８結 腸
１８．５１，２９７子宮体部
１２．１８４９皮 膚
８．３５８４卵 巣
６．１４２８結 合 織
３．８２６６直 腸
３．７２６１胃
２．９２０６直 腸
９．１６３７そ の 他
１００．０７，００６合 計
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２　悪性腫瘍の部位別割合

（男性、２００２年）

（女性、２００２年）
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２　悪性腫瘍の部位別登録数と全体に占める割合（２００２年）

（男性）

割合（％）登録数
２４．３１，８９５胃
１６．３１，２６９結 腸
１１．９９２９前 立 腺
８．１６３３直 腸
７．８６０８肺
５．５４２５膀 胱
３．８２９７食 道
３．６２８３肝 臓
２．９２２７リンパ腫
２．４１９１腎 臓
１３．３１，０３９そ の 他
１００．０７，７９６合 計

（女性）

割合（％）登録数
１６．６９２４乳 房
１６．２９０５結 腸
１５．６８６８胃
７．２４０１子宮頚部
６．５３６５直 腸
５．４２９９肺

３．７２０９
皮 膚
（黒色腫を除く）

３．６２０１甲 状 腺
３．６２００子宮体部
３．０１６９卵 巣
１８．５１，０３３そ の 他
１００．０５，５７４合 計
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３　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の部位別割合の比較

（男性、２００２年）

（女性、２００２年）
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３　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の部位別登録数と全体に占める割合の比較

（男性、２００２年）

登　　　録　　　数　（％）医療圏

部　位 備　　北福山・府中尾　　三広島中央呉広 島 西広　　島

９１
（ ２４．６）

４１
（ ２７．３）

１４５
（ ２３．０）

１０８
（ ２９．０）

２４１
（ ２８．６）

９６
（ ２１．３）

７５２
（ ２３．４）胃

４６
（ １２．４）

２６
（ １７．３）

９９
（ １５．７）

５５
（ １４．７）

１２９
（ １５．３）

９５
（ ２１．１）

５６６
（ １７．６）結 腸

８１
（ ２１．９）

１１
（  ７．３）

８５
（ １３．５）

４３
（ １１．５）

９８
（ １１．６）

６１
（ １３．５）

３８３
（ １１．９）前 立 腺

２３
（  ６．２）

１３
（  ８．７）

５８
（  ９．２）

３３
（  ８．８）

６１
（  ７．２）

３０
（  ６．７）

２７９
（  ８．７）直 腸

１８
（  ４．９）

１１
（  ７．３）

６１
（  ９．７）

１６
（  ４．３）

５３
（  ６．３）

２８
（  ６．２）

２１２
（  ６．６）肺

２９
（  ７．８）

０
（  ０．０）

３９
（  ６．２）

３１
（  ８．３）

５４
（  ６．４）

２４
（  ５．３）

１７５
（  ５．４）膀 胱

８
（  ２．２）

８
（  ５．３）

１７
（  ２．７）

８
（  ２．１）

２４
（  ２．８）

１５
（  ３．３）

１４５
（  ４．５）食 道

７４
（ ２０．０）

４０
（ ２６．７）

１２７
（ ２０．１）

７９
（ ２１．２）

１８３
（ ２１．７）

１０２
（ ２２．６）

７０３
（ ２１．９）そ の 他

３７０
（１００．０）

１５０
（１００．０）

６３１
（１００．０）

３７３
（１００．０）

８４３
（１００．０）

４５１
（１００．０）

３，２１５
（１００．０）合 計

（女性、２００２年）

登　　　録　　　数　（％）医療圏

部　位 備　　北福山・府中尾　　三広島中央呉広 島 西広　　島

３２
（ １４．２）

２１
（ １６．９）

６８
（ １４．９）

４０
（ １５．０）

９０
（ １５．３）

４９
（ １６．４）

３６６
（ １６．３）乳 房

３３
（ １４．６）

１８
（ １４．５）

６８
（ １４．９）

５３
（ １９．９）

９１
（ １５．４）

４７
（ １５．８）

４０５
（ １８．１）結 腸

５１
（ ２２．６）

２４
（ １９．４）

７４
（ １６．２）

４７
（ １７．７）

９４
（ １５．９）

３６
（ １２．１）

３５０
（ １５．６）胃

１６
（  ７．１）

４
（  ３．２）

２９
（  ６．３）

１１
（  ４．１）

４３
（  ７．３）

１６
（  ５．４）

１７５
（  ７．８）子宮頚部

１７
（  ７．５）

７
（  ５．６）

４３
（  ９．４）

２１
（  ７．９）

４４
（  ７．５）

２１
（  ７．０）

１３５
（  ６．０）直 腸

６
（  ２．７）

８
（  ６．５）

３５
（  ７．７）

１０
（  ３．８）

１９
（  ３．２）

１８
（  ６．０）

１２３
（  ５．５）肺

６
（  ２．７）

５
（  ４．０）

２７
（  ５．９）

１
（  ０．４）

３３
（  ５．６）

８
（  ２．７）

７６
（  ３．４）

皮 膚
（黒色腫を除く）

６５
（ ２８．８）

３７
（ ２９．８）

１１３
（ ２４．７）

８３
（ ３１．２）

１７６
（ ２９．８）

１０３
（ ３４．６）

６１０
（ ２７．２）そ の 他

２２６
（１００．０）

１２４
（１００．０）

４５７
（１００．０）

２６６
（１００．０）

５９０
（１００．０）

２９８
（１００．０）

２，２４０
（１００．０）合 計
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４　二次保健医療圏別・部位別にみた悪性腫瘍登録数（人口１０万人あたり）

（男性、２００２年）

（女性、２００２年）
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４　二次保健医療圏別・部位別にみた人口１０万人あたりの悪性腫瘍登録数（登録率）の
比較

（男性、２００２年）

前　立　腺結　　　腸胃全　部　位

登録率登録数登録率登録数登録率登録数登録率登録数

４５．０３８３６８．４５６６ ９０．６７５２３９０．３３，２１５広 島

５４．８ ６１９１．１ ９５ ９０．９ ９６４３８．１４５１広 島 西

３６．１ ９８５４．１１２９１０２．６２４１３６０．２８４３呉

２７．９ ４３３８．１ ５５ ７３．２１０８２５５．７３７３広 島 中 央

３０．３ ８５４０．９ ９９ ５９．５１４５２５８．２６３１尾 三

 ２．７ １１ ６．９ ２６ １０．７ ４１ ３９．２１５０福山・府中

６５．５ ８１３７．４ ４６ ８５．５ ９１３４４．２３７０備 北

食　　　道膀　　　胱肺直　　　腸

登録率登録数登録率登録数登録率登録数登録率登録数

１７．５１４５２１．０１７５２５．８２１２３３．８２７９広 島

１５．５ １５２２．５ ２４２７．２ ２８３０．４ ３０広 島 西

 ９．６ ２４２２．０ ５４２１．３ ５３２６．７ ６１呉

 ５．７  ８１９．７ ３１１０．８ １６２２．７ ３３広 島 中 央

 ７．７ １７１４．５ ３９２４．５ ６１２３．９ ５８尾 三

 １．８  ８ ０．０  ０ ３．０ １１ ３．３ １３福山・府中

 ８．０  ８２８．３ ２９１７．４ １８２４．２ ２３備 北
注）登録率は人口１０万人対、１９８５年日本モデル人口で調整
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（女性、２００２年）

胃結　　　腸乳　　　房全　部　位

登録率登録数登録率登録数登録率登録数登録率登録数

３３．１３５０３９．４４０５４５．５３６６２４１．１２，２４０広 島

２６．９ ３６３８．４ ４７４９．３ ４９２５９．８２９８広 島 西

３０．７ ９４３１．９ ９１４３．０ ９０２３２．２５９０呉

２４．７ ４７２８．０ ５３３１．４ ４０１６６．４２６６広 島 中 央

２５．３ ７４２１．１ ６８３３．１ ６８１８６．２４５７尾 三

 ５．２ ２４ ３．５ １８ ５．０ ２１ ２８．１１２４福山・府中

４０．５ ５１２４．７ ３３４２．９ ３２２３４．３２２６備 北

皮　　　膚肺直　　　腸子 宮 頚 部

登録率登録数登録率登録数登録率登録数登録率登録数

５．７７６１２．８１２３１３．０１３５２４．６１７５広 島

５．４ ８１４．１ １８１４．４ ２１２２．２ １６広 島 西

７．７３３ ６．２ １９１３．４ ４４２７．５ ４３呉

０．４ １ ５．９ １０１１．９ ２１ ９．２ １１広 島 中 央

７．３２７１１．８ ３５１４．９ ４３２３．１ ２９尾 三

０．７ ５ １．９  ８ １．７  ７ １．６  ４福山・府中

３．６ ６ ４．２  ６１３．７ １７３２．８ １６備 北
注）登録率は人口１０万人対、１９８５年日本モデル人口で調整
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２００２年の広島県悪性腫瘍死亡結果のまとめ

　１ ．悪性腫瘍死亡者数
１） 広島県における２００２年の悪性腫瘍による死亡者数は男性４，５４１人、女性２，７８１人で、前

年（２００１年）に比べて男性は５１人増加し、女性は１１０人減少した。

　２ ．悪性腫瘍死亡の部位別割合
１） 男性では、肺がんによる死亡の割合が２１．８％と最も大きく、次いで肝臓（１８．１％）、胃
（１６．５％）、結腸（５．７％）であった。また、組織登録への提出数が比較的少なく、かつ
予後が不良とされている膵臓・食道・胆嚢などの臓器の悪性腫瘍が上位１０位以内に入っ
ていた。

２） 女性では、胃（１４．１％）、肺（１２．４％）、肝臓（１２．０％）の順であり、以下結腸、乳房、
膵臓、胆嚢の順であった。

３） ちなみに、同年の全国統計では、男性が肺（２２．４％）、胃（１７．３％）、肝臓（１２．９％）、
大腸（１１．２％）、女性は胃（１４．５％）、大腸（１４．２％）、肺（１２．７％）、肝臓（９．０％）の
順であった。

　３ ．二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の部位別割合の比較
１） 二次保健医療圏別に悪性腫瘍死亡の部位別割合をみると、男性では呉で胃がん死亡の

割合が高く、広島西で肝がん死亡の割合が高かった。女性では広島西で胃がん死亡の
割合が高く、備北で肺がんの死亡の割合が高かった。

　４ ．二次保健医療圏別・部位別にみた人口１０万人あたりの悪性腫瘍死亡数（死亡率）の比較
１） １９８５年日本モデル人口を用いて求めた人口１０万人あたりの死亡率（年齢調整死亡率）

を二次保健医療圏別にみると、全部位では男女とも呉で最も高かった。
２） 二次保健医療圏別・部位別にみると、男性では肺がんと胃がんの死亡率は呉で、肝が

んの死亡率は広島西で高く、女性では胃がんの死亡率は広島西で、肺がんの死亡率は
呉で最も高かった。

　５ ．広島県および全国の悪性腫瘍死亡数および人口１０万人あたりの死亡率（参考）
１） 広島県における悪性腫瘍死亡率（１９８５年日本モデル人口で調整）は、男性で人口１０万

人あたり２１６．２、女性で９５．３であった。ちなみに、同年の全国値は男性２０５．１、女性
９９．７であった。

２） 部位別にみると、男性の肝臓がんの死亡率は広島県が全国を大きく上回っていた。女
性でも肝臓がんの死亡率は全国の死亡率より高かった。
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１　悪性腫瘍死亡の部位別割合

（男性、２００２年）

（女性、２００２年）
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１　悪性腫瘍死亡の部位別死亡者数と全体に占める割合（２００２年）

（男性）

割合（％）登録数
２１．８９９０肺
１８．１８２０肝 臓
１６．５７４９胃
５．７２５８結 腸
５．４２４５膵 臓
４．５２０４前 立 腺
４．２１８９直 腸
４．０１８１食 道
３．３１４８胆 嚢
２．７１２２リンパ腫
１４．０６３５そ の 他
１００．０４，５４１合 計

（女性）

割合（％）登録数
１４．１３９１胃
１２．４３４４肺
１２．０３３５肝 臓
１０．２２８３結 腸
８．２２２７乳 房
７．６２１０膵 臓
６．４１７７胆 嚢
３．７１０２子 宮
３．３９１リンパ腫
３．２９０卵 巣
１９．１５３１そ の 他
１００．０２，７８１合 計
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２　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍死亡の部位別割合の比較

（男性、２００２年）

（女性、２００２年）
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２　二次保健医療圏別にみた悪性腫瘍の部位別死亡数と全体に占める割合の比較

（男性、２００２年）

死　　　亡　　　数　（％）医療圏

部　位 備　　北福山・府中尾　　三広島中央呉広 島 西広　　島

４７
（ ２１．３）

１７６
（ ２０．９）

１１３
（ ２０．３）

６７
（ ２２．０）

１３９
（ ２４．３）

４２
（ １９．２）

４０６
（ ２２．２）肺

３７
（ １６．７）

１５１
（ １７．９）

１０９
（ １９．６）

５６
（ １８．４）

１１０
（ １９．２）

５１
（ ２３．３）

３０６
（ １６．８）肝 臓

３７
（ １６．７）

１２０
（ １４．３）

９５
（ １７．１）

５７
（ １８．８）

１０２
（ １７．８）

３０
（ １３．７）

３０８
（ １６．９）胃

１４
（  ６．３）

５８
（  ６．９）

２６
（  ４．７）

１５
（  ４．９）

３１
（  ５．４）

１５
（  ６．８）

９９
（  ５．４）結 腸

１７
（  ７．７）

４０
（  ４．８）

２３
（  ４．１）

１９
（  ６．３）

２３
（  ４．０）

１１
（  ５．０）

１１２
（  ６．１）膵 臓

１２
（  ５．４）

４２
（  ５．０）

２５
（  ４．５）

１２
（  ３．９）

２１
（  ３．７）

１２
（  ５．５）

８０
（  ４．４）前 立 腺

７
（  ３．２）

４１
（  ４．９）

２８
（  ５．０）

１０
（  ３．３）

２４
（  ４．２）

８
（  ３．７）

７１
（  ３．９）直 腸

５０
（ ２２．６）

２１４
（ ２５．４）

１３７
（ ２４．６）

６８
（ ２２．４）

１２３
（ ２１．５）

５０
（ ２２．８）

４４４
（ ２４．３）そ の 他

２２１
（１００．０）

８４２
（１００．０）

５５６
（１００．０）

３０４
（１００．０）

５７３
（１００．０）

２１９
（１００．０）

１，８２６
（１００．０）合 計

（女性、２００２年）

死　　　亡　　　数　（％）医療圏

部　位 備　　北福山・府中尾　　三広島中央呉広 島 西広　　島

１６
（ １２．７）

７２
（ １４．６）

４０
（ １１．９）

２６
（ １３．４）

５７
（ １５．５）

２６
（ １８．３）

１５４
（ １３．７）胃

２２
（ １７．５）

５７
（ １１．６）

３７
（ １１．０）

１７
（  ８．８）

５２
（ １４．１）

１４
（  ９．９）

１４５
（ １２．９）肺

１１
（  ８．７）

５５
（ １１．２）

４４
（ １３．１）

２４
（ １２．４）

４４
（ １２．０）

１５
（ １０．６）

１４２
（ １２．６）肝 臓

１３
（ １０．３）

４８
（  ９．８）

３１
（  ９．２）

２０
（ １０．３）

３８
（ １０．３）

１１
（  ７．７）

１２２
（ １０．９）結 腸

５
（  ４．０）

４８
（  ９．８）

２０
（  ６．０）

２０
（ １０．３）

２８
（  ７．６）

８
（  ５．６）

９８
（  ８．７）乳 房

１２
（  ９．５）

４２
（  ８．５）

３１
（  ９．２）

１７
（  ８．８）

１８
（  ４．９）

９
（  ６．３）

８１
（  ７．２）膵 臓

１１
（  ８．７）

３４
（  ６．９）

２７
（  ８．０）

１４
（  ７．２）

２３
（  ６．３）

８
（  ５．６）

６０
（  ５．３）胆 嚢

３６
（ ２８．６）

１３６
（ ２７．６）

１０６
（ ３１．５）

５６
（ ２８．９）

１０８
（ ２９．３）

５１
（ ３５．９）

３２１
（ ２８．６）そ の 他

１２６
（１００．０）

４９２
（１００．０）

３３６
（１００．０）

１９４
（１００．０）

３６８
（１００．０）

１４２
（１００．０）

１，１２３
（１００．０）合 計
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３　二次保健医療圏別・部位別にみた人口１０万人あたりの悪性腫瘍死亡
数（死亡率）の比較

（男性、２００２年）

（女性、２００２年）
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３ 二次保健医療圏別・部位別にみた人口１０万人あたりの悪性腫瘍死亡数（死亡率）の
比較

（男性、２００２年）

胃肝　　　臓肺全　部　位

死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数

３６．２３０８３６．２３０６４７．５４０６２１４．８１，８２６広 島

２７．５ ３０４９．２ ５１３９．３ ４２２０６．２２１９広 島 西

４０．２１０２４６．３１１０５１．８１３９２２３．８５７３呉

３５．１ ５７３７．６ ５６４２．０ ６７１９２．６３０４広 島 中 央

３６．９ ９５４４．７１０９４０．２１１３２０９．９５５６尾 三

３１．２１２０４１．２１５１４５．３１７６２２０．２８４２福山・府中

３２．７ ３７３８．０ ３７３５．２ ４７１９０．０２２１備 北

直　　　腸前　立　腺膵　　　臓結　　　腸

死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数

 ８．３７１ ９．０８０１３．１１１２１１．２９９広 島

 ８．１ ８１０．１１２１０．５ １１１３．８１５広 島 西

 ９．６２４ ６．８２１１０．０ ２３１１．５３１呉

 ７．３１０ ６．０１２１１．９ １９ ８．９１５広 島 中 央

 ９．７２８ ７．４２５ ９．５ ２３ ９．９２６尾 三

１１．２４１ ９．９４２１０．５ ４０１４．９５８福山・府中

 ６．１ ７ ６．７１２１４．７ １７１０．３１４備 北
注）死亡率は人口１０万人対、１９８５年日本モデル人口で調整
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（女性、２００２年）

肝　　　臓肺胃全　部　位

死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数

１１．６１４２１１．９１４５１２．３１５４ ９６．１１，１２３広 島

 ９．９ １５ ８．３ １４１７．８ ２６ ９４．７１４２広 島 西

１１．７ ４４１３．５ ５２１３．５ ５７１００．５３６８呉

１０．５ ２４ ６．９ １７１１．６ ２６ ９１．０１９４広 島 中 央

１２．２ ４４ ８．５ ３７１０．２ ４０ ８９．３３３６尾 三

 ９．６ ５５ ９．３ ５７１３．１ ７２ ９２．４４９２福山・府中

 ７．０ １１ ７．８ ２２ ９．１ １６ ６７．８１２６備 北

胆　　　嚢膵　　　臓乳　　　房結　　　腸

死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数

４．１６０６．９８１１０．４９８ ９．９１２２広 島

５．２ ８５．９ ９ ７．０ ８ ８．０ １１広 島 西

５．３２３４．３１８１１．６２８１０．４ ３８呉

４．３１４６．６１７１３．４２０ ９．２ ２０広 島 中 央

６．１２７６．３３１ ９．６２０ ７．１ ３１尾 三

５．２３４７．６４２１３．２４８ ７．８ ４８福山・府中

５．７１１４．８１２ ７．６ ５ ６．４ １３備 北
注）死亡率は人口１０万人対、１９８５年日本モデル人口で調整
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（男性、２００２年）

胃肝　　　臓肺全　部　位

死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数

３５．４   ７４１４０．０   ８０９４６．１   ９８４２１６．２  ４，５１１広島県

３５．３３１，７８８２６．７２３，８１５４５．３４１，１４６２０５．１１８４，０３３全 国

直　　　腸前　立　腺膵　　　臓結　　　腸

死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数

９．１  １８８－  ２０４１１．７   ２４５１２．１   ２５７広島県

９．１８，０１２８．５８，１０５１２．１１０，７８７１３．９１２，５５６全 国

（参考）広島県および全国の人口１０万人あたりの悪性腫瘍死亡数（死亡率）

（女性、２００２年）

肝　　　臓肺胃全　部　位

死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数

１０．９   ３３１１０．８   ３４１１２．６   ３８９９５．３  ２，７６１広島県

  ８．５１０，８２２１１．８１５，２５９１３．８１７，４２５９９．７１２０，５３５全 国

胆　　　嚢膵　　　臓乳　　　房結　　　腸

死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数死亡率死亡数

５．０  １７６６．５  ２０６１０．９  ２２７９．３   ２８２広島県

５．９８，４３８７．２９，３５０１０．８９，６０４９．５１２，４１７全 国
資料）人口動態統計 　　注）死亡率は人口１０万人対、１９８５年日本モデル人口で調整



３８―　　―

２００２年の広島県腫瘍登録の登録精度

　広島県腫瘍登録事業では、従来の県内医療機関からの届出に加えて１９９８年より死亡小票
情報に基づく悪性腫瘍症例の補完が可能となった。
　２００２年に広島県腫瘍登録に新規登録された悪性腫瘍総数は１３，３７０件だが、県外居住者を
除外し、地域がん登録で一般的に用いられる多重がん判定基準（注）を適用すると、広島
県の悪性腫瘍（上皮内がんを除く）登録数は１１，９４９件となった。さらに、この件数をベー 
スに悪性腫瘍による死亡例７，３２２例を含めたがん登録統合作業を行うと、悪性腫瘍によって
死亡したにもかかわらず広島県腫瘍登録に届出がなかった症例が３，６２８件確認され、登録症
例１１，９４９件と合わせて、同年の広島県における悪性腫瘍罹患数は１５，５７７件となった。この
３，６２８件がいわゆる DCO（Death Certificate Only）例で、悪性腫瘍罹患総数中の割合が地域
がん登録の登録精度を示す指標となっている。
　DCOは死亡するまで地域の腫瘍登録に届出されることのなかった症例と言い換えること
ができる。したがって、この割合が高いほど登録精度が不良であることを示す。２００２年の
広島県の DCO割合は２３．３％（＝３，６２８／１５，５７７）であり、全国３０余の地域がん登録のものと
比較しても、高くはなかった。二次保健医療圏別の DCO割合をみると、福山・府中では
７７．３％を示し、他医療圏と比較して登録精度がかなり低いことがわかった。なお、二次保
健医療圏別の集計はあくまで症例の住所地にしたがって区分しているため、住所地が福山・
府中の症例の過半数が受診する福山・府中の施設から、住所がほとんど登録されていない
ことが理由の一つかもしれないと考えられる。逆に、広島、広島西の DCO割合は２０％未満
で、広島県全体よりも登録精度は良好であった。

（注）：地域がん登録で一般的に用いられる多重がん判定基準は複雑多岐にわたるが、１例
を挙げれば、「術前生検と手術における病理組織診断が同一であれば１個のがんと判定する」、
「尿路上皮がんの異所性再発は、複数のがんと判定せず、ひとつのがんと判定する」、「両側
臓器のうち、両側卵巣に発生したがん（同一組織型）は１個と判定する」、「肝臓の複数の
部位に発生した肝細胞がんは、１個のがんと判定する」などがある。

備　北福山・府中尾　三広島中央呉広島西広　島広島県
 ７５５１，３０２１，５５４ ８９７１，７９２ ８５０６，４０１１５，５７７罹患数
 ５７０  ２９５１，０７２ ６８２１，３９５ ７０８５，２０６１１，９４９登録数
 ３４７１，３３４  ８９２ ４９８  ９４１ ３６１２，９４９ ７，３２２死亡数
 １８５１，００７  ４８２ ２１５  ３９７ １４２１，１９５ ３，６２８DCO数
２４．５ ７７．３ ３１．０２４．０ ２２．２１６．７ １８．７  ２３．３DCO割合（％）

（広島全体における値と各医療圏における値の総和が一致しないのは、登録例および死亡例
の詳細住所情報を欠くことによる）




